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　またも訃報から．元副会長 東京大学名誉教授 森口繁一先生は 10 月 2 日ご逝去．9 月に 86
歳になられたばかりであった．「心臓には異状がないことが分かり，意を強くしている」とメイ
ルをいただいたのはついこの 8 月のことであった．
　今月の特集では TAO の JGN「ジャパンギガビットネットワーク」を取り上げる．エディタ
は江崎浩．アメリカの Internet2 の向うを張り，日本でもギガビット速度のネットワークの実験
が進行中である．現在は研究用ということになっているが，各地でいろいろな提案が試みられ，
それらの報告だ．ただ，どうも依頼の仕方が悪かったのか，全体に補助金プロジェクト報告会
調の全員総花的発表というスタイルになり，多少反省している．プロジェクトリーダが多忙で
全体を把握できず，研究者個人に報告させざるを得ないという事情があるのかも．今回の特集
だけでなく，最近の特集全体の傾向でもあるので，編集会議で検討したい．
　ところでトラフィックをトラヒックというのもいかがなものか．たしかにふぇいけのものがた
りが平家物語になり，テレフォンはもうすっかりテレホン，ヴィデオはビデオだから，これが進
化の方向かという気がせぬでもないが，「浜松ホトニクス」に続き，関数がハンクション，薄膜
がヒルム，失敗がヘイル，活字がホントになるかと想像するだにぞっとする．
　解説では「メタモデル標準化の意義と最新動向」が 2 カ月連続で掲載される．11 月は前編

「基本的概念と歴史的経過」で，堀内一他が執筆した．規格の名称や概念の定義が満載で，読
むにはかなりの忍耐が必要と覚悟されたし．
　次は今井浩他の「量子情報処理による新ムーアの法則－量子ビット並列による高速化－」で
ある．量子暗号だけでなく，量子算法でも古典屋には理解を超えるようなものが考えられてい
るらしいが，いまいちよし納得というところまでいかず，悲しい．
　「音声補完 : 言い淀むと助けてくれる音声インタフェース」（後藤真孝）は「うただー」といい
淀むと「宇多田ヒカル」と支援するシステムである．編集子は「う」も出てこない．困った．
　事例「PKI 技術紹介と Xnet（社内電子認証局）における BS7799-2:1999 ISMS 構築」（宇田
川誠他）．CA（認証局）の任務は分かっていただけただろうか．書いたのは本人たちなんだろ
うね．
　先月からの連載「IT ルネサンスのために」の「真のニーズと思い込みニーズ」は土井美和子
による．編集子はなんたらキーボード付き，かんたら OS 抜きのノート PC が欲しいのだが，か
ような真のニーズでは売れそうもないらしく，企業はまったく相手にしてくれぬ．:-<

　とっきょの話は「特許から見た OFDM 技術」（高野洋）．これまでの連載とは視点が違い，新
技術を特許の観点で見れば．．．という話である．
　連載「日本の情報処理技術の足跡」は「漢字・日本語処理技術の発展」の 2 回目で「日本語
ワードプロセッサの誕生とその歴史」（天野真家，森健一）．JW-10 開発秘話だ．機械翻訳そこ
のけの日本語解析から取り組む壮大な仕事であった．NHK のプロジェクト X では，JW-10 が
あったからワープロがこんなに普及したという趣旨であったが，実際はハードが高速で安価に
なったことが大きいと思う．
　Sketchpad（川合慧）と double helix（村松正實）が名著名論である．たまたま 9 月の
FIT2002 の招待講演で Alan Kay が Sketchpad のデモを見せたので，そこにいた人はある程度
の実感を得たかも知れぬ．double helix は狭義の情報科学の名著名論とは言えないかも知れぬ
が，遺伝の重要な情報媒体の発見ということで取り上げた．Nature に掲載の論文はたった 1 ペ
ージ．
　アメリカ IT まわりの話題は松尾和洋の「ニューエコノミーはバブル経済 ?」．ニューエコノミ
ーの分析がおもしろい．馬の目も抜くすばしこさを IT がいやが上にも加速したのも一因だ．
　アメリカの話だけでなく，「日本の IT 事情」なるコラムも始めよう．日本のといいつつも最
初は「中国のソフト開発の現場から」が「北京秋天」にいる飯高敏弘から届いた．
　プログラム・プロムナードは田中哲朗の「倉庫番パズル」．コンテストの問題は承知していた
が，知らず，ゲームとして発売されていたとは．(1023)
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